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<議事概要> 

1. 第 5 回市民参加部会作業スケジュールにて前回部会での議事内容を確認した。

また、今回の部会では 12 月 22 日に行われる全体を目指して、今年度で実施する事業

の具体的な提案書について検討することを確認した。 

 

2. センターイメージチェンジ事業(南山委員) 

資料 2. センターイメージチェンジ事業ご提案書に基づいて南山委員から説明して

いただいた。今年度は”船橋のここがイイね !”のようなポジティブなメッセージを発

信する”場”としての “WISH TREE”の制作を行う。可動式のボードを利用し 12 月の

部会と全体会の間で制作日を設けて試作し、そこで撮影した写真などをベースに全体会

で企画の提案を行ったうえで、 1 月 13 日からの市民活動フェアの開催に合わせて、

市民活動サポートセンター内に設置するという日程で実施することとなった。できるだ

け幅広い一般の人にとって関わりやすく、使いやすい場所にするための企画を検討する

こととなった。 

課題やリクエストなどを受け取ったり、つないだり、実現に向けた示唆を提示する

ようなテーマ設定の TREE 作成は次年度以降に検討する。TREE のベースとなるイラス

トやツリー自体の制作についてもワークショップとして実施するような企画も考えら

れ、これについて次年度の企画として検討する。 

入りやすい雰囲気づくりとしての、ディスプレー作成やユニバーサル化事業につい

ても次年度以降に継続検討することとなった。 

 3. 発信力向上事業(海老田委員) 



 資料 4. 発信力向上事業ご提案書に基づいて海老田委員から説明していただい

た。市民協働課から、SNS の活用については広報部会で検討が進んでいることが報告

され、本事業については広報部会との連携が必要であることら、一旦こちらの部会で

の検討は中断し、全体会などの機会を使って海老田委員と広報部会の間で進捗状況や

情報共有をしていただいて、協議会の全体としての事業として進めることとなった。 

イメージキャラクターのコンペ等、 PR につながる企画等についても全体の方向性

が決まってから再度検討することとなった。(市民活動サポートセンターのイメージ

キャラクターは既にある”アットワン”,”アットニャン”) 

4. 市民交流参加事業について 

    4-1. 早稲田大学教授 向後千春先生による対話形式 講演会 

資料に基づき. 依田委員から説明していただいた。前回委員会で講演会概要は固ま

っていることから、今回は PR チラシの記載内容を中心に検討した。できるだけ多くの

一般の方にも興味を持って参加していただけるようなチラシを目指して検討を行った。

特に申し込み方法や問い合わせ策などについては市民協働課内で確定していただいて

からの公開となる。本事業が市民活動サポートセンター運営協議会市民参加部会として

の最初の公募事業になることから、市民協働課内での稟議を経て決定・公開・配布とな

ることから、最終的な紙面の修正はサポートセンターの原口さんにお願いすることとな

った。また冨沢さんから現在編集中の”しみんりょく”12 月 1 日号に本企画の記事

が掲載予定であることがされることが報告された。 

    4-2. 市民/中小事業者向け理解度向上研修の提案 

資料に基づき. 柴田委員から説明していただいた。これまで様々な講座を実施して

こられたことが紹介された。特に現在、目黒区で取り組まれている企画と関連して、船

橋で活動している企業や団体と市民が繋がり合える企画を検討していただくこととな

った。 

 これらの議論に基づいて、次年度の市民交流参加事業のスケジュール感として 2 か

月に 1 回、年に 6 回程度の交流会を行うことを検討することとなった。 

 交流会の内訳 

1.学術・教養系の方を講師とする講演会  × 2 回 

2.市民団体・市内で活躍する市民の方を講師とする講演会 × 2 回 

3.地元企業や船橋で事業を行っている企業・団体の関係者を講師とする講演会×2 回 

 半年または 1 年間のスケジュールを決めて、定期開催化することを検討する。 

5. 市民活動サポートセンター登録団体アンケート項目(案)について 

参考資料として配布された平成 28 年度アンケート報告も踏まえて現在、検討されて

いる市民活動サポートセンター登録団体アンケート項目(案)の質問事項の検討が依頼

された。追加してほしい項目があれば、 17 日(木)までに市民協働課まで連絡してくだ

さいとの依頼があった。 

<次回開催予定>  令和 4年 12 月 8 日（木）13：30～  

場所 : 市民活動サポートセンター(予定) 

部会報告作成担当者 

谷合委員 次回担当谷合 

 


